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1，はじめに Step2: Step1 で抽出した位置情報に対応するデ

ータ部分を抽出して対応を取る．  近年，日本において携帯電話は急速に普及し，

その機能も単なる移動通話端末という領域を超

え，Web アクセスが可能になるなどモバイル端
末としての要素が増えてきている．これにより

携帯端末から，Web 上の情報へのアクセスが可
能となってきている．しかし，Web 上には膨大
な情報が存在し，演算能力や通信帯域の小さい

携帯端末ではその情報量を十分に利用すること

は困難である．そこで，Web 上の膨大な量のデ
ータから，いかにして有効な情報を取り出して

いくかが重要となる． 

データ部を「法政大学情報科学部」とす

ると，「法政大学情報科学部＝東京都小

金井市梶野町 3-7-2」という様に対応付
けられる． 

 
 携帯端末とはその名の通り，人々が常に携帯

して、特定の場所と時間において利用するもの

である。携帯端末は一般的な PC 端末などと違い，
位置情報に大きく依存している．そこで，位置

情報をキーとして Web 上から情報を抽出し，携
帯端末の持つ位置情報と対応を取ることにより，

携帯端末において効果的に情報を取得できる． 

   Fig2 
 
Step3:  位置情報を GPS[1]情報に変換する． 
これにより，「法政大学情報科学部＝

経度 :139.30.23.75,緯度 :35.42.6.50」とな
る．  

 

2，携帯端末向け情報抽出 
2，1，位置情報とWebデータのマッチング方法 
 携帯端末の位置と Web 上の情報との対応付け
は以下のステップで行う． 
 
Step1:  Web Page上から，住所・地名など位置

に関係するキーワードを探しそれを抽

出する． 
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Step4:  携帯端末の GPS 機能を利用し端末の位
置情報を取得する． 
こ れ に よ り ， 「 携 帯 端 末 ＝ 経

度 :139.30.23.75，緯度 :35.42.6.50」とな
る． 
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Step5:  Web情報と携帯端末を両者の位置情報に
よって対応付けることにより，Web 情
報と携帯端末との対応を取ることがで

きる． 
「携帯端末＝GPS情報 (Mobile)＝GPS情
報(Web 情報)＝法政大学情報科学部」と
なる． 

 
Fig5 

 
このような 5ステップを踏むことにより，位置情
報を接点として，携帯端末の位置に関連した情

報をWeb上から取得できる． 
 
2，2，HTMLからの位置情報抽出 
 2，1，の Step1 において Web 上から位置情報
を抽出するが，HTML は一般的に平易な自然言
語で記述されている．そこで，HTML 文書中か
ら自然言語処理により，住所など位置情報を取

得する必要がある．多くの場合，地名は複合名

詞になっているため，複数の連続する名詞を抽

出し，地名の辞書を用いてマッチングすること

で地名を抽出するという方法[2]がある．このよ
うに Web Page 中の文章の構文解析をすることで
位置情報を抽出することが可能となる． 
 
2，3，GPS 

GPSとは「Global Positioning System」の略で，
地球上空を周回する 24 個の衛星の位置を基準と
して，地球上での 3次元位置を検出する衛星測位
システムである．GPS の民間利用に対しては，
SA(Selective Availability)によって強制的に精度を
落とされていたが，2002 年 5 月に解除され大幅
に精度が向上した．GPS はカーナビゲーション
などに利用されているが，最近では GPS による
測位機能が搭載された携帯端末も販売されてい

る． 
 
2，4，住所の GPS変換 
 2，1，の Step3 で，住所を GPS 情報に変換し
ている．このような，空間情報を座標に変換す

る技術をアドレスマッチング技術[3]という．日

本は欧米の様に住所体系に規則性がなく複雑な

ため，住所と経度緯度の対応表を作成してアド

レスマッチングを行う方法が一般的である． 
 
3，応用例 
 この手法の応用例としては，Web 情報を利用
した周辺情報サービスがある．現在，携帯電話

サービスの一つとして，周辺の地域情報などを

提供する情報サービスは存在している．しかし

これらの情報源は各サービス会社それぞれが保

持するデータに限られている．そこで本手法を

利用すると，Web 上の情報から携帯端末の位置
に関係した情報を抽出することができるため，

Webを情報源としたサービスが可能になる． 
 
4，まとめ 
 本論文では， GPS 搭載携帯端末における効果
的な Web 情報の抽出方法として，携帯端末の位
置情報をキーとして Web 上から情報を抽出する
手法について提案した．これにより，位置依存

という携帯端末の特性を生かした情報抽出が可

能となる． 
 今後の課題として、 
・Web Page において、どの部分をデータ部とし
て認識するのか 
・Web Page 上において，データ部分と位置情報
部分の対応をどう取るのか 
がある．また，情報源を Web としているため，
Web 情報の意味論的階層の分析と抽出を進めて
いる．Web 情報の分類指標として正確性のラン
キングも考慮中である． 
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